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立
ち
上
が
ろ
う

　みん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.437 の里 新庄

■人口動態■
平成30年6月30日現在

（  ）内は先月比
男………446人(±0）
女………499人(＋1）
計………945人(＋1）
世帯数…389戸(＋1）
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催
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携
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催
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＝
主
な
記
事
＝

　テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ
み
の
野
崎
洋
光

氏
が
来
村
し
、
講
演
会
と
料
理
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。



　
6
月
10
日(

日)

恒
例
の
毛
無
山
山

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
降
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
す
べ
て
の
行
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
早
朝
７
時
か
ら
山
頂
で
仏
事
を

行
う
皆
さ
ん
が
登
山
に
出
発
し
、

丸
山
大
師
講
の
信
者
の
方
々
に

よ
っ
て
山
頂
の
ほ
こ
ら
に
お
酒
な

ど
が
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
山
の
安
全
祈
願
を
行
う
護
摩

法
要
で
は
、
ご
住
職
の
納
経
と
と

も
に
護
摩
が
焚
か
れ
、
夏
山
の
息

災
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
も
と
の
田
浪
園
地
で
は
、
そ

う
め
ん
流
し
と
特
産
品
の
販
売
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策
会
が
催
さ
れ
、

午
後
か
ら
は
美
作
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
迫
力
あ
る
演
奏
が
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
高
校
生

達
は
新
庄
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
爽
や
か
な
歌
声
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
大
師
講
、
田
浪
地
区
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
山
田
）

　
6
月
17
日(

日)

か
ら
18
日(

月)
に

か
け
て
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み

の
野
崎
洋
光
先
生
に
よ
る
講
演
会

「
分
と
く
山
総
料
理
長
・
野
崎
洋

光
氏
と
考
え
る―

日
本
で
最
も
美

し
い
村
の
食
卓
」
、
及
び
料
理
講

習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
野
崎
先
生
は
過
去
に
開
催
し
た
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毛
無
山

　山
ま
つ
り

　「
日
本
再
発
見
塾
」
で
来
村
さ
れ

た
経
緯
が
あ
り
、
９
年
の
歳
月
を

経
て
再
訪
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
17
日(

日)

に
行
わ
れ
た
講
演
会
で

は
「
食
材
は
産
地
か
ら
運
ば
れ
る

途
中
で
鮮
度
、
食
味
が
落
ち
る
。

だ
か
ら
料
理
人
は
調
味
料
や
出
汁

に
こ
だ
わ
る
。
で
も
田
舎
の
皆
さ

ん
に
は
必
要
な
い
。
こ
ん
な
幸
せ

が
他
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う

お
話
が
あ
り
、
参
加
者
さ
れ
た
38

名
の
皆
さ
ん
は
あ
ら
た
め
て
気
づ

き
を
得
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
18
日(

月)

に
実
施
し
た
料
理

講
習
会
で
は
、
新
庄
産
の
野
菜
を

中
心
に
、
食
材
本
来
の
味
を
引
き

出
す
調
理
法
を
伝
授
い
た
だ
き
、

飲
食
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
と

す
る
参
加
者
15
名
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
野
崎
先
生
に
は
今
秋
に
も
あ
ら

た
め
て
村
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
山
田
）

　
7
月
3
日(

火)

、
真
庭
消
防
署
及

び
真
庭
警
察
署
を
含
む
防
災
訓
練

検
討
委
員
に
出
席
い
た
だ
き
、
平

成
30
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
反
省

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
、
訓
練
当
日
の
状

況
及
び
各
地
区
か
ら
の
反
省
を
元

に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

野
崎
洋
光
氏
講
演
会
／

　
　
　料
理
講
習
会
を
開
催

平
成
30
年
度

　
　
　総
合
防
災
訓
練
反
省
会
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各
地
区
か
ら
の
反
省
・
ご
意
見

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、〔
　
〕
内

は
反
省
会
時
説
明
内
容
で
す
。

・
避
難
所
が
分
か
る
よ
う
に
表
示

が
あ
る
と
良
い
。
〔
表
示
を
検

討
。〕

・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
は
聞
こ
え
る

が
内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
。

〔
広
範
囲
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大

音
量
で
の
運
用
を
行
っ
て
お
り
、

あ
る
程
度
の
音
割
れ
が
避
け
ら
れ

な
い
。
現
状
の
設
備
は
変
え
ず
、

簡
潔
な
言
葉
で
聞
き
取
り
や
す
い

放
送
を
行
う
。〕

・
支
援
物
資
の
受
取
場
所
は
ど
こ

か
。〔
場
所
は
状
況
に
よ
る
。
備
蓄

品
あ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
裏
の
防

災
倉
庫
に
あ
る
。〕

・
消
防
団
に
無
線
の
配
備
を
す
べ

き
。〔
役
場
の
移
動
系
防
災
行
政
無

線
の
機
器
も
古
く
な
っ
て
お
り
、

無
線
全
体
の
更
新
も
含
め
て
検

討
。〕

　
各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
独
自

の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て

は
、
後
日
区
長
さ
ん
へ
伝
え
る
等

の
方
法
で
回
答
し
ま
す
。

　
訓
練
反
省
の
説
明
後
、
各
委
員

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
評
価
す
る
点

・
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
状
況

を
想
定
し
て
、
臨
機
応
変
な
対
応

が
必
要
な
訓
練
に
な
っ
て
い
た
。

・
参
加
率
が
高
か
っ
た
。

・
２
年
ご
と
に
定
期
的
に
多
く
の

住
民
が
参
加
し
て
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ

る
。

○
改
善
点

・
避
難
後
の
住
民
が
時
間
を
持
て

余
す
状
況
が
あ
っ
た
。

・
災
害
時
は
情
報
が
集
ま
り
す
ぎ

て
混
乱
す
る
た
め
、
役
場
災
害
対

策
本
部
の
会
議
場
所
と
無
線
を
扱

う
場
所
を
分
け
る
と
良
い
。

○
検
討
す
べ
き
点

・
確
実
な
人
員
把
握
の
方
法
。

・
夜
間
や
平
日
の
災
害
発
生
時
の

対
応
。

・
実
動
の
訓
練
だ
け
で
は
な
く
図

上
訓
練
の
実
施
。

・
長
床
か
ら
大
所
ま
で
避
難
す
る

方
が
良
い
か
ど
う
か
。

・
こ
れ
ま
で
の
訓
練
と
全
国
各
地

で
発
生
し
た
災
害
の
教
訓
を
次
の

訓
練
に
活
か
す
必
要
が
あ
る
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
ご
家
庭
で
も
、
災
害
に

対
す
る
常
日
頃
か
ら
の
心
構
え
と

備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

　
平
成
30
年
6
月
１
日
付
け
で
清

川
秀
夫
氏
が
小
倉
村
長
か
ら
消
防

団
長
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
付
け
で
幹
部
の
異

動
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
団
　
　
　
長
　
清
川
　
秀
夫

　
　
副
　
団
　
長
　
佐
藤
　
文
也

　
　
副
　
団
　
長
　
植
田
　
貴
昭

　
　
指
導
部
長
　
坂
本
　
賢
治

　
　
本
部
分
団
長
　
髙
岡
　
秀
行

　
　
第
一
分
団
長
　
柴
田
　
泰
伸

　
　
第
二
分
団
長
　
北
畑
　
光
則

　
　
本
部
部
長
　
　
山
田
　
幸
紀

　
　
一
部
部
長
　
　
金
澤
　
　
宏

　
　
二
部
部
長
　
　
黒
田
　
眞
路

消
防
団
新
体
制

　
　
三
部
部
長
　
　
足
羽
　
康
宏

　
　
四
部
部
長
　
　
遠
藤
　
春
夫

　
　
五
部
部
長
　
　
上
田
　
雄
喜

　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

　
新
庄
村
自
然
保
護
連
絡
協
議
会

主
催
、
公
民
館
共
催
の
自
然
観
察

研
修
会
を
６
月
24
日(

日)

、
鏡
野
町

の
県
立
森
林
公
園
で
行
い
ま
し
た
。

　
3
3
4
ha
の
広
大
な
園
内
に
は
、

ス
ギ
の
天
然
林
や
ブ
ナ
林
、
湿
原

植
物
な
ど
が
群
生
し
て
お
り
、
見

所
に
通
じ
る
遊
歩
道
や
登
山
道
が

整
備
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
る
公
園
で
し
た
。

当
日
は
藤
木
元
園
長
さ
ん
に
ご
案

内
い
た
だ
き
、
優
れ
た
自
然
を
保

護
・
維
持
す
る
と
と
も
に
、
自
然

に
対
す
る
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
智
頭
町
ま

で
足
を
の
ば
し
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
谷
家
住

宅
を
見
学
し
ま
し
た
。
良
質
の
材

や
庭
園
と
の
調
和
は
見
る
者
を
魅

了
す
る
つ
く
り
に
な
っ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
様
式
が
調
和
し
た
豪

壮
な
邸
宅
で
し
た
。

自
然
観
察
研
修
会
を
開
催



　
今
後
は
、
多
く
の
方
に
研
修
会

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
新
庄
村
の

貴
重
な
自
然
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
山
田
）

　
６
月
28
日(

木)

・
29
日(

金)

、
小

中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
及
び
教

育
委
員
の
計
15
名
で
、
平
成
21
年

４
月
に
小
中
一
貫
教
育
を
開
校
し

た
京
都
大
原
学
院
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
石
飛
校
長
を
は

じ
め
学
校
運
営
協
議
会
の
田
家
理

事
長
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
実

情
や
施
設
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

　
大
原
地
域
は
三
千
院
や
寂
光
院

な
ど
古
く
か
ら
の
寺
院
が
あ
る
観

光
地
で
す
が
、
児
童
生
徒
数
の
減

少
に
よ
り
学
校
の
存
続
が
厳
し
い

状
況
か
ら
、
地
域
全
体
で
協
議
し

た
結
果
、「
学
校
を
残
す
こ
と
こ
そ

地
域
を
残
す
こ
と
に
な
る
」
と
い

う
判
断
の
下
に
、
小
中
一
貫
教
育

を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
原
学
院
の
特
徴
は
、「
教
育
は

学
校
が
行
う
も
の
」
と
い
う
概
念

を
取
り
払
い
、
ど
ん
な
学
校
に
し

た
い
か
、
ど
ん
な
教
育
を
目
指
す

か
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
が
密
接

に
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
地
域
の
思
い
を
学
校
が
受
け

止
め
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
で
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共
に
育
て
る
「
共
育
」
が
既
に
形

と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
中
に
保
育
所
や
放
課

後
学
び
教
室
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
、
０

歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
教
育
す
べ
て

が
一
つ
の
学
び
舎
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
地
域
の
思
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
原
学
院
を
参
考
に
、

村
独
自
の
特
色
を
取
り
入
れ
な
が

ら
児
童
・
生
徒
像
、
教
育
目
標
を

地
域
の
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
・
場
所

　
７
月
31
日
　
二
ツ
橋
公
民
館

　
８
月
１
日
　
梨
瀬
公
民
館

　
８
月
２
日
　
咲
蔵
屋
．

　
８
月
３
日
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　※

午
後
７
時
か
ら

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
山
田
）

小
中
一
貫
教
育
先
進
校

　
　
　京
都
大
原
学
院
を
視
察



〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。

　
7
月
は
強
調
月
間
で
あ
り
、
7

月
2
日
に
は
真
庭
地
区
保
護
司
会

の
方
が
新
庄
村
役
場
を
訪
問
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
真
庭
地
区
保
護
司
会
副
会
長

で
あ
る
、
小
椋
一
さ
ん
よ
り
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
に
は
、
本
運
動
の
社
会
的

意
義
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
犯
罪

の
な
い
幸
福
な
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
む
決
意
の
し
る
し
で
あ
る

「
幸
福
（
し
あ
わ
せ
）
の
黄
色
い

羽
根
」
の
も
と
、
様
々
な
分
野
か

ら
本
運
動
に
、
多
く
の
方
々
に
御

参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

　
新
庄
村
で
は
、
近
年
増
加
傾
向

に
あ
る
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
策

を
行
う
た
め
、
新
庄
村
鳥
獣
害
対

策
連
携
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

連
携
会
議
は
、
猟
友
会
、
地
区
代

表
、
農
業
委
員
会
、
農
業
団
体
代

表
、
農
業
協
同
組
合
、
岡
山
県
、

新
庄
村
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
し
て
、
鳥
獣
害
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
は
６
月
22
日
に
開
催
し
、

各
団
体
の
連
携
や
農
作
物
の
防
除

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
サ
ル
の
目

撃
情
報
の
収
集
と
公
開
の
必
要
性

に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

第
2
回
で
は
、
目
撃
情
報
の
収
集

方
法
と
公
開
方
法
に
つ
い
て
よ
り

具
体
的
に
議
論
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
池
田
）

　
６
月
13
日(

水)

に
新
庄
村
肉
畜
共

励
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
８
月
３
日(

金)

開

催
の
第
１
０
１
回
新
庄
村
畜
産
共

進
会
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
和
牛
の
飼
育
頭
数
も
減

少
し
て
い
る
中
、
新
庄
村
に
お
い

て
は
肉
用
牛
振
興
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
安
定
し
た
経
営
と
、
基

盤
強
化
等
、
熱
心
に
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
新
庄
村
肉
畜
共

励
組
合
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
組
合
長
　
　
　
稲
田
泰
男

　
副
組
合
長
　
　
竹
本
英
利

　
委
員(

兼
監
事)

　

坂
本
徳
次

　
委
員(

兼
会
計)

　

坂
本
吉
男

　
監
事
　
　
　
　
宍
戸
　
誠

　
今
年
度
の
主
な
事
業
は
以
下
の

通
り
で
す
。

・
８
月
３
日(

金)

第
１
０
１
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会

・
９
月
21
日(

金)
第
13
回
真
庭
地
域
畜
産
共
進
会

・
10
月
14
日(

日)

第
73
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会

　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
植
木
）

　
美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
里
づ
く
り

の
日
・
一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
村
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

日

　時
　
８
月
５
日(

日)

　
午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

場

　所

　
村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

内

　容
　

　
空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

収
集
場
所

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
北
側
駐
車
場

※

小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
告

　
知
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
、
空
き
缶
・
ビ

　
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　
付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋

　
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
杉
井
）

第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

鳥
獣
害
対
策
連
携
会
議
の

　
　
　
　
　
　開
催
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
新
庄
村
肉
畜
共
励

　
　
　
　
　
　組
合
総
会
開
催

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ
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平成2 9年度　主要工事

桜生育環境整備工事　第1～6工区（町地内）
事業量　Ｌ＝426.4ｍ　Ａ＝556㎡
事業費　32,475千円

村道田浪線改良工事　第3工区(堂ヶ原地内)繰越含む
事業量　Ｌ＝90.0ｍ　Ｗ＝5.5(7.0)ｍ
事業費　26,665千円

駐車場整備工事　第3工区（町地内）
事業量　Ａ＝494㎡　事業費　5,464千円

駐車場整備工事　第1・2工区（町地内）
事業量　Ａ＝1,211㎡　事業費　10,519千円

ポケットパーク整備工事　第1・2工区（戸島地内）
事業量　Ａ＝1,901㎡　事業費　13,953千円
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村
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指

し
、
結
婚
を
目
的
と
し
た
活
動
を

行
っ
た
方
に
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
生
涯
の
伴
侶
に
巡
り
会
い
た
い

と
強
く
望
ま
れ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方

　
村
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

制
度
概
要

①
婚
活
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
又
は

　
お
か
や
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
マ
ッ

　
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
登
録
を
し

　
た
場
合
に
、
費
用
の
10
分
の
９

　
（
上
限
１
万
円
、
千
円
未
満
切

　
り
捨
て
）
を
交
付

②
年
間
に
三
回
ま
で
の
申
請
が
可

　
能

申
請
方
法

　
総
務
企
画
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.v

ill.sh
in

jo.ok
ay

a

　m
a.jp

/in
dex

.p
h
p
?id=106

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
主
催
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
中
で
す
。
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
情
景
を

テ
ー
マ
に
、
同
連
合
に
加
盟
し
て

い
る
64
地
域
で
撮
影
さ
れ
た
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
撮
影
機
材
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
日
本
全
国
の
美
し
い
町
・

村
・
地
域
の
情
景
写
真
を
是
非
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

○
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合

○
応
募
締
切
　
平
成
30
年
8
月
31

日(

金)

午
後
3
時
ま
で

○
応
募
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
応
募

○
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

　h
ttp

://u
tsu

k
u
sh

ii-m
u
ra

.

　

　jp
/to

p
ic

s/2
0
1
8
/3

0
6
6
/

し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

　
固

定

資

産

税
（
2
期
）

　
国
　
　
保
　
　
税
（
2
期
）

　
介

護

保

険

料
（
2
期
）

　
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
1
期
）

　
　
納
期
限
　
７
月
31
日(

火)

﹁
日
本
で
最
も
美
し
い
村
﹂

　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
２
０
１
８
開
催

婚
活
支
援
交
付
金
の
制
度
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

7
月
の
納
税

区 分
村 　 内

5月期

件 数

死 者

軽 傷

重 傷

0

0

0

0件

0人

0人

27

0

3

69件

0人

0 0人 30 79人

6人

本年の累計 5月期 本年の累計

真庭市内

事

故

5月期の交通事故・違反者発生状況

お

ら
知

せ

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
平
成
30
年
6
月
17
日

　
池
田
　
　
湊
音
　(
尚
行
・
香
織)

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
8
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
8
月
9
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　
8
月
23
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場

　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

  

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

　
＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま

し
た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
30
年
6
月
受
付
分

み
な
と

年

　金

　相

　談
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先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
健
康
ま

つ
り
」
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
み
そ
汁
（
汁
物
）
塩
分
測
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、
２
１
０
戸
の
家

庭
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し

た
。
毎
年
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
結
果

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
普
通
以
下
の
塩
分
濃
度

の
世
帯
が
99
％
で
、
通
年
、
非
常

に
辛
い
や
辛
い
世
帯
は
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。
塩
分
に
対
し
て
村
民

全
体
が
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
栄
養
改
善
協
議
会
の
減
塩
事

業
の
一
環
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

村
民
の
現
状
の
把
握
に
も
繋
が
る

大
切
な
活
動
で
あ
る
た
め
、
今
後

と
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　健
康
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

【
解
答
】

１
．
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
い

く
ら
飲
ん
で
も
構
わ
な
い
。

×

　
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
常
時

飲
む
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
砂
糖

や
カ
リ
ウ
ム
の
摂
り
す
ぎ
や
虫
歯

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
激
し
い
運
動
を
し
た
時
や
炎

天
下
で
の
農
作
業
を
し
た
時
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
「
無
糖
」
と
は
、
糖
の
含
有

量
が
ゼ
ロ
ｇ
の
こ
と
を
表
す
。

×
 

 

「
無
糖
」
と
い
う
表
記
は
、

１
０
０
㎖
中
に
０
．
５
ｇ
ま
で
糖

が
入
っ
て
い
て
も
表
示
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
砂
糖
不
使
用
と
い
う

表
記
も
砂
糖
以
外
の
糖
に
つ
い
て

の
制
限
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
カ

ロ
リ
ー
も
同
様
で
、
１
０
０
ｇ
あ

た
り
５
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
ま
で
の
含

有
量
で
あ
れ
ば
ゼ
ロ
（
無
、
ノ

ン
、
レ
ス
）
表
示
が
許
さ
れ
て
い

ま
す
。

３
．
１
日
の
野
菜
摂
取
目
標
量
は

３
０
０
ｇ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
厚
生
労
働
省
）

×

　
問
４
の
解
答
へ
。

４
．
レ
タ
ス
は
緑
黄
色
野
菜
で
あ

る
。

×

　
野
菜
は
含
ま
れ
る
β-

カ
ロ
テ

ン
量
で
緑
黄
色
野
菜
と
淡
色
野
菜

に
分
か
れ
ま
す
。
見
分
け
方
は

切
っ
て
も
中
ま
で
し
っ
か
り
色
が

つ
い
て
い
る
も
の
が
緑
黄
色
野
菜

で
す
。
か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
じ
ん
、

ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
等
が
当
て
は

ま
り
ま
す
。
１
日
緑
黄
色
野
菜
を

１
２
０
ｇ
、
淡
色
野
菜
を
２
３
０

ｇ
で
合
計
３
５
０
ｇ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

５
．
１
日
の
歩
数
目
標
は
５
０
０

０
歩
以
上
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
厚
生
労
働
省
）

×

　
厚
生
労
働
省
か
ら
出
て
い
る

健
康
日
本
21
（
第
２
次
）
で
の
目

標
は
、
20
〜
64
歳
の
男
性
は
９
０

０
０
歩
、
女
性
は
８
５
０
０
歩

で
、
65
歳
以
上
の
男
性
は
７
０
０

０
歩
、
女
性
は
６
０
０
０
歩
で

す
。
５
０
０
０
歩
で
は
歩
数
は
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
運
動
が
足
り
て

い
な
い
と
感
じ
た
方
は
ま
ず
は
＋

10
分
間
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
可
能
な
人
は
少
し
ず

つ
時
間
を
延
ば
し
、
１
日
30
分
の

運
動
習
慣
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
正
解
者
は
21
名
で
し

た
。
解
答
を
提
出
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
問

正
解
し
た
方
も
そ
う
で
な
い
方
も

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
関
心
を

持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

     

　
　
（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）

お
元
気
で
す
か
？

Ｈ25年度

Ｈ26年度

Ｈ27年度

Ｈ28年度

Ｈ29年度

Ｈ30年度

非常にからい

（1.6%以上）

9

3

0

0

0

0

からい
（1.4%～
1.6%未満）

24

2

2

0

3

0

少しからい
（1.2%～
1.4%未満）

36

15

12

12

9

1

ふつう
（1.0%～
1.2%未満）

72

66

33

44

46

47

うすい
（0.8%～
1.0%未満）

51

79

69

81

84

96

なおうすい

（0.8%未満）

44

63

104

78

68

66

合計

236

228

220

215

210

210
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任
期
満
了
に
伴
う
新
庄
村
長
選

挙
を
次
の
と
お
り
執
行
い
た
し
ま

す
。

選
挙
期
日
の
告
示
日

　
８
月
21
日(

火)

選
挙
期
日

　
８
月
26
日(

日)

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　
新
庄
村
公
民
館

開
票
開
始
日
時

　
８
月
26
日(

日)
　
午
後
６
時
30
分

　
創
生
セ
ン
タ
ー
３
階

期
日
前
投
票

　
８
月
22
日(
水)
〜

　
８
月
25
日(

土)

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
役
場
１
階
期
日
前
投
票
所

不
在
者
投
票
受
付

　
８
月
21
日(

火)

〜

　
８
月
25
日(

土)

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
７
月
２
日
（
平
成
30
年
７
月
１

日
付
）
、
教
育
委
員
に
田
中
寛
一

氏
が
新
庄
村
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
34
年
６
月
30

日
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

募
集
種
目

　
▼
自
衛
官
候
補
生

　
▼
一
般
曹
候
補
生

　
▼
航
空
学
生

受
験
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
、
18
歳
か
ら
27
歳

未
満
の
方

　
航
空
学
生
は
、
高
卒
（
見
込

含
）
で
海
上
要
員
は
23
歳
未
満
の

方
、
航
空
要
員
は
21
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
９
月
７
日
必
着

試
験
日

　
▼
自
衛
官
候
補
生

　
　
　
９
月
中
旬
か
ら
下
旬

　
▼
一
般
曹
候
補
生
　
１
次

　
　
　
９
月
21
〜
23
日

　
▼
航
空
学
生
　
１
次
　

　
　
　
９
月
17
日

　
応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
津
山
出
張
所

　
　  

０
８
６
８‐

２
２‐

５
６
３
７

陸
・
海
・
空

　自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　防
衛
省

村
長
選
挙
に
つ
い
て

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

夏
の
宵
ブ
ル
ー
に
ゆ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム

　金
盛

　啓
子

四
拾
鉢
の
さ
つ
き
に
見
え
る
亡
夫
の
顔

　大
月

　幸
子

真
二
つ
に
食
パ
ン
を
切
る
夏
至
の
昼

　
　湯
浅

　芳
郎

畑
打
ち
の
休
み
を
告
げ
る
時
鳥

　
　
　
　田
中

　寛
一

汗
流
し
影
長
く
し
て
日
を
送
り

　
　
　
　宇
田

　弘
通

今
月
の
俳
句

つ
ま

ほ
と
と
ぎ
す

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

工事等入札結果

入　札　日

事　業　名

業　者　名

落札価格（契約金額）

工　　　期

平成30年6月11日

ふれあい公園グランドゴルフ場芝張工事

(株)日本造園本社営業所

2,800千円（3,024千円）

平成30年8月31日
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【後期高齢者医療】

被保険者証の更新について
現在お持ちの被保険者証の有効期限は平成３０年７月３１日です。

○被保険者証の更新

　新しい後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）

は、７月下旬に送付いたします。８月以降に医療機関

などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓

口に提示してください。

　

○一部負担金の割合の見直し

　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、

所得区分に応じて決まります。所得区分は前年の所得

によるため、割合が変更になる場合があります。

【一部負担金の割合】

現　　役　　並　　み　　所　　得　　者　･･･　３割

一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ　･･･　１割

※新しい被保険者証は紫色です。

低 所 得 者 Ⅱ

一 般

低 所 得 者 Ⅰ

現 役 並 み

所 得 者

・世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得（年金の所得控除額は８０万円
　として計算）が０円となる人
・世帯の全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人

住民税の課税所得（各種控除後）が１４５万円以上の被保険者及び同世帯の被保

険者  。

ただし、次の要件に該当する場合には、申請により１割負担となります。

　・世帯内の被保険者が１人であり、収入額が３８３万円未満

　・世帯内の被保険者が２人以上であり、収入額の合計が５２０万円未満

　・世帯内の被保険者が１人で、世帯内の７０歳以上７５歳未満の人も含めた収

　　入額の合計が５２０万円未満

※昭和２０年１月２日以降生まれの被保険者及びその属する世帯の被保険者につ

　いては、旧ただし書き所得（総所得から基礎控除３３万円を差し引いた額）の

　合計が２１０万円以下の場合は１割負担となります。

現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人

世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）

【問合せ先】

　　新庄村役場住民福祉課　　　　　　電話（０８６７）５６－２６４６

　　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０

【所得区分】

見本見本

見本見本

※
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社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

お
ば
こ
の
会
活
動
紹
介

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

26
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
（
草
取
り
／
女
性
部
７
名
）

　
　
８
月
の
予
定

７
日
　
農
園
・
花
壇
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
部
）

24
日
　
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

　
　
　
修
会
　
　
　
（
津
山
市
）

　
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
30
年
度
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
概
ね
60
歳
以
上
で
、
健

康
で
仕
事
へ
の
意
欲
が
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
年

会
費
千
円
が
必
要
で
す
が
、
傷
害
賠

償
保
険
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
作
業
に
取
り
組
め
ま

す
。

　
詳
細
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
ふ
れ
あ
い
公
園
の
畑
に
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
畑
作
業
は

利
用
者
さ
ん
に
監
督
し
て
も
ら
い
、

「
じ
ゃ
が
芋
の
花
は
摘
ん
だ
方
が
え

え
」
「
ト
マ
ト
の
わ
き
芽
を
取
ら

に
ゃ
あ
い
け
ん
」
と
野
菜
の
育
て
方

の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

茄
子
、
ピ
ー
マ
ン
が
少
し
ず
つ
収
穫

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
他
に
も
じ
ゃ

が
芋
、
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
か
ぼ

ち
ゃ
を
植
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
楽
し
み
で
す
。
六
月
は
ス
テ
ィ
ッ

ク
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
た
く
さ
ん
採
れ

ま
し
た
。

　
天
気
の
良
い
日
に
は
公
園
や
中
庭

に
散
歩
に
出
て
、
季
節
の
花
々
を
鑑

賞
し
た
り
、
木
の
実
を
集
め
た
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6
‐
2
0
0
1

日
光
浴
を
し
な
が
ら
自
然
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。
日
光
浴
に
は
骨
を
強
く

す
る
効
果
も
期
待
で
き
、
歩
行
運
動

で
体
力
維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
暑
い
季
節
に
な
り
、
お

水
や
お
茶
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
も
摂
取
し
て
、
熱
中
症
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
お
ば
こ
の

会
で
は
、
毎
年
会
員
の
手
作
り
味
噌

を
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
し

て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
今
年
も
た
く

さ
ん
の
味
噌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
食
事
等
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
入

口
に
あ
る
花
壇
の
花
植
え
や
草
取
り

も
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
毎
年
き

れ
い
な
花
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
６
月
19
日
、
平
成
30
年
度
１
回
目

の
奉
仕
作
業
を
ふ
れ
あ
い
公
園
で
実

施
し
ま
し
た
。

　
近
年
は
高
齢
者
と
は
い
え
ま
だ
ま

だ
若
々
し
く
、
現
役
で
仕
事
を
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
員
も
多
く
い
ま
す
。
普

段
使
い
慣
れ
た
道
具
を
持
ち
寄
り
、

瞬
く
間
に
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
公

園
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　
６
月
の
活
動
状
況

15
日
　
県
老
連
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
／
１
名
）

19
日
　
第
１
回
奉
仕
作
業
（
76
名
）
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　新庄村社会福祉協議会は、新庄村からの補助金・委託料・村民皆様からの会費・寄付金・介護報酬等で運

営されております。

　去る６月２０日に評議員会を開催し、平成２９年度の事業報告・決算についてご審議していただき、承

認・認定されましたのでご報告いたします。

　今後とも皆様のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会福祉協議会　柴田

平成29年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書平成29年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書

収入合計１３８，９２９，８７１円－支出１３５，９４６，６０１円＝次年度繰越金２，９８３，２７０円

決 算 額大 備 考中 小
会 費 収 入

寄 付 金 収 入

村補助金収入

経常経費補助金収入

共同募金配分金収入

受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入

経常活動収入合計

276,000 

361,750 

44,340,000 

44,340,000 

15,691,500 

15,574,000 

117,500 

1,071,640 

150,000 

58,480,752 

23,455,840 

2,789,222 

4,346,320 

354,700 

27,534,670 

40,000 

95,000 

152,130 

150,940 

219 

150,721 

6,838,960 

127,648,672 

11,281,199 

138,929,871 

平成29年度社協会費

見舞い・香典返し等寄付金

各種事業補助金収入

各種事業受託金収入

生活福祉資金事業受託金収入

配食利用料

28年度社協一般配分金

介護保険収入

介護保険収入

介護保険料収入

介護保険収入

介護保険収入

生きがいデイ利用料

施設利用料

普通預金利子

福祉活動基金利子

前年度繰越金

収　入 単位：円

事 業 収 入

利 用 料 収 入

施 設 利 用 料

雑 収 入

受 託 金 収 入

通所介護収入

訪問介護収入

介護予防支援報酬収入

小規模多機能事業

普通預金受取利息配当金収入

前期末支払資金残高

収　　　入　　　合　　　計

福祉基金積立預金利息配当金配当金収入

介護保険収入

村受託金収入

居宅介護支援介護料収入

県社協受託金収入

決 算 額大 備 考中 小
人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

96,265,989 

2,402,523 

22,979,360 

310,000 

515,268 

38,093 

6,838,960 

129,350,193 

0 

0 

6,596,408 

6,596,408 

6,596,408 

135,946,601  

正職員・臨時職員給料・社会保険料他

消耗品・印刷代・手数料・委託費他

諸謝金・光熱水費・給食費・業務委託費他

小・中学校活動助成金他

介護保険システム負担金他

全・県社協退職共済費

支　出

財務活動支出合計

支　　　出　　　合　　　計

その他の支出

事 業 費 支 出

助 成 金 支 出

負 担 金 支 出

支払い利息支出
経理区分間繰入金支出

経常活動支出合計

固定資産取得支出

器具及び備品購入費

退職共済預け金支出
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　６月６日(水)～８日(金)の３日間、新庄中学校の３年生
は沖縄への修学旅行に行ってきました。
　初日、岡山は雨でしたが、沖縄は快晴に恵まれました。
ひめゆりの塔での黙祷、平和祈念公園での平和集会、そ
して糸数壕では現地のガイドの方から、沖縄戦での住民
や負傷兵の苦難についてお話を伺い、平和の大切さにつ
いて考えた一日でした。
　２日目の午前は美ら海水族館に行き、沖縄の美しい海
の生物たちを観察することができました。午後は、伊江
島へと渡り、民泊でお世話になる方に伊江島の観光案内
をしていただき、伊江島の歴史や文化に触れることがで
きました。また海水浴もして、沖縄の青い海を満喫する
ことができました。民泊先の方々に大変親切にしてもら
い、思い出深い一日でした。
　３日目は、首里城を見学し、沖縄の歴史を学びました。
その後、路線バスで国際通り
まで行きました。土産品店や
飲食店を周り、沖縄の食文化
に直接触れることができまし
た。最後は、沖縄モノレール
で那覇空港まで向かいました。
沖縄の人たちを一番近くに感
じた一日でした。
　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより 小学校だより小学校だより小学校だより
3年生修学旅行

～沖縄から新庄を考える～
　６月６日(水)、７日(木)に歴史体験学習（修学旅行）
を実施しました。５・６年生はこの歴史体験学習と渋川
海事研修を交互に行います。５・６年生はこの日のため
に事前学習をしっかりとして主体的に歴史体験ができる
ように準備をしました。
　１日目はあいにくの雨だったのですが、法隆寺、東大
寺、清水寺と教科書にも出てくる有名なお寺を巡りまし
た。実際に見る東大寺の大仏の大きさに驚いたようでし
た。宿舎ではおいしい夕食や染付体験などで楽しく過ご
しました。　２日目は金閣寺、銀閣寺、東映太秦映画村
です。晴天にも恵まれ快適に見学ができました。事前に
学習していたこともあり、『金閣』『銀閣』を比較しな
がらの充実した見学になりました。最後は映画村で班行
動でした。アトラクションや買い物を堪能できました。
　奈良、京都、そして歴史を体感することができました。
忘れることのない思い出になったことでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　  （新庄小学校　岡田）

歴史体験学習（修学旅行）

　６月３日(日)に、真庭市白梅体
育館にて「真庭市杯ソフトバレー
ボール大会」が開催され、ファミ
リーの部（４チーム出場）に、ジュニアスポーツクラブ
「新庄ｋｉｄｓ」の４名が参加しました。
　大会参加者を代表して、６年生杉本裕海さん、磯田百
花さんが「日頃の練習の成果を充分に発揮し、正々堂々
プレーすることを誓います」と選手宣誓をしました。
　一試合目、ＳＫ・ＨＹＡＮチームとの対戦は惜しくも
負けてしまいました。２試合目、樫邑あまはるチームと
の対戦も、第一セットを奪うも連取に至らず惜しくも負
けてしまいましたが、３試合目、樫邑ＦＩＶＥチームと
の対戦では、フルセットまで持ち込んだ接戦の末、見事
に勝利し、大会３位の成績を収めることが出来ました。
短い練習期間での出場でしたが、チームで力を合わせて
一勝できたことが、大きな成果となりました。今後のさ
らなる成長を期待しています。
　保護者の皆さまには早朝より送迎や試合の応援をあり
がとうございました。
　指導者の皆さまには、日頃より熱心なご指導をいただ
き御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　  （教育委員会　多久間）

真庭市杯ソフト
バレーボール大会
真庭市杯ソフト
バレーボール大会

　６月24日(日)に蒜山高原
スポーツ公園にて開催され
た夏季真庭サッカー大会に、
ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ ク ラ ブ
「新庄ＦＣ」の12名が参加し、高学年の部に３年生を含
むチーム構成で挑みました。
　今年度の新庄チームは６年生が１人というチーム事情
により、厳しい試合を予想し、ナイター練習をするなど
の準備をして今大会に挑みました。
　高学年の部に初参加となる３年生も指導者や上級生の
指示を受け、フィールド内を力いっぱいプレーし、応援
参加の１・２年生も真剣に試合を観戦する姿が見られま
した。
　１試合目、２試合目ともに負けてしまいましたが、最
後までくじけずにボールを追いかけてプレーをすること
ができました。　
　暑い中、保護者の皆さまには試合の応援や、片づけな
ど大変お世話になりました。
　指導者の皆さまには、大会運営や審判に加え、日頃よ
り熱心なご指導をいただき、御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　  （教育委員会　多久間）

第49回夏季
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